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要  望 

名古屋港の２０２４年の港勢は、総取扱貨物量は１億５，６７１万トンと２３年連続、

輸出額と輸入額の差引額は８兆５，９６６億円と２７年連続日本一を堅持しました。 

中部地域のものづくり産業を強力に支援する国際産業戦略港湾の実現に向けて、一層

の物流の効率化を進めるとともに、港の強靱化を図り、日本経済の持続的な成長に寄与

する港づくりに取り組んでまいります。 

特に物流面においては、経済の好循環を加速・拡大させるべく、当地域のものづくり

産業をはじめとする企業のサプライチェーンを支えるため、コンテナ等の取扱機能の強

化に加え、DX を原動力とするコンテナターミナルの生産性の向上やサイバー攻撃によ

るシステム障害の再発防止等に向けたサイバーセキュリティ対策の強化を図る必要が

あります。さらに、ものづくり産業の成長と地域のカーボンニュートラルの実現の両立

に貢献していくため、名古屋港港湾脱炭素化推進計画を踏まえ、関係者と連携してカー

ボンニュートラルポートの形成を推進しています。 

防災・安全面においては、南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応に向けて、こ

れまで「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」等により、国土強靱化施

策を着実に推進することができました。さらに今後も引き続き、地域の生活や産業を守

る安全で安心な港湾を実現するためにも、「第 1 次国土強靱化実施中期計画」のもと、

国民経済・生活を支える防災インフラにおける耐災害性強化や、老朽化対策の更なる加

速化・深化を図る必要があります。 

交流・環境面においては、良好な水辺空間の形成を図り周辺開発と一体となった親し

まれる港づくりや、港内環境を良好な状態に維持し、水域の適切な管理に取り組んでい

ます。 

これらの実現に向け、地域としても全力を挙げてまいりますが、格段のご理解と更な

る支援が不可欠です。 

つきましては、港湾整備及び海岸整備に必要な予算の確保、並びに施策の推進に対し

て、格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

２０２５年 ８月 

愛 知 県 知 事 

名 古 屋 市 長 

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 
         愛知県知事 

名 古 屋 商 工 会 議 所 会 頭 

一般社団法人中部経済連合会会長 

大 村 秀 章 

広 沢 一 郎 

大 村 秀 章 

嶋 尾  正 

勝 野  哲 
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 港と都心を結ぶ中川運河において、水辺に親しめる空間を形成するため、

プロムナード整備や運河改良について支援すること。 

 また、水辺空間を活かした魅力ある地域づくり及び秩序ある公共水域の利用

の実現のため、プレジャーボートの利用環境改善及び適正な管理を推進できる

ようボートパーク整備について支援すること。 

３．親しまれる港 
環境にやさしく、夢・うるおい・にぎわいのある港づくり 
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堀止緑地 

中川運河 

広見憩いの杜 

ボートパーク整備 

弥富ふ頭 

放置艇の現状 

整備イメージ 

プロムナード整備 

運河改良 

名古屋駅 中川運河プロムナード 
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